
東京から 世界へ— — 映像表現の可能性を ひら く 。  

映像と アート の国際フ ェ スティ ヴァ ル「 恵比寿映像祭2026」  

プログラ ム詳細と 参加アーティ スト 30組以上を発表、 多様な光と 声が響き合う 16日間。  

 

東京都、 公益財団法人東京都歴史文化財団 東京都写真美術館、 日本経済新聞社は、 映像文化と アー

ト の現在を 横断的に紹介する国際フ ェ スティ ヴァ ル「 恵比寿映像祭2026」 を 、 2026年2月6日（ 金） か

ら 2月23日（ 月・ 祝） までの16日間にわたり 開催いたし ます。  

こ のたび、 今回の総合テーマ「 あなたの音に｜日花聲音｜Polyphonic Voices Bathed in Sunlight」 のも

と 、 光と 声が重なり 合う 多層的な表現で構成さ れる 展示、 上映、 パフ ォ ーマンス、 コ ミ ッ ショ ン ・ プ

ロ ジェ ク ト 、 地域連携企画など、 多彩なプロ グラ ムの詳細および見どこ ろ を 公開いたし まし た。 あわ

せて、 国内外から 参加する アーティ スト 30組以上と 、 その出展作品の概要も 発表し ます。  

 
左： 張恩滿《 蝸牛樂園三部曲— 啟航或終章》 （ 2021） 高雄市立美術館蔵、 右： 侯怡亭《 所有的小姐 Sóo-ū －ê sió-tsiá》 （ 2015） 作家蔵 

開催概要 

恵比寿映像祭2026 「 あなたの音に｜日花聲音｜Polyphonic Voices Bathed in Sunlight」  

会期  2026年2月6日（ 金） 〜2月23日（ 月・ 祝） ［ 16日間］  

　 　  ※2月9日（ 月） および16日（ 月） は休館 

        ※3F展示室のみ3月22 日（ 日） まで 

時間  10:00–20:00（ 2月6日〜2月22日） ※最終日（ 2月23日） は18:00まで 

        ※2月25日（ 水） から 3月22 日（ 日） の3F展示室は10:00 から 18:00 まで（ 木曜・ 金曜は20:00まで）  

会場  東京都写真美術館、 恵比寿ガーデンプレ イ ス各所、 地域連携各所ほか 

料金  展示無料（ 上映と 一部イ ベント のみ有料）  

主催  東京都／公益財団法人東京都歴史文化財団 東京都写真美術館／日本経済新聞社 

別紙



共催  サッ ポロ不動産開発株式会社／公益財団法人日仏会館  

助成  ブリ ティ ッ シュ ・ カ ウンシル 

協力  在日オースト ラ リ ア大使館 

後援  台北駐日経済文化代表処 台湾文化センタ ー／J-WAVE 81.3FM 

協賛  YEBISU BREWERY TOKYO／東京都写真美術館支援会員／ダイ ワロイ ネッ ト ホテル西新宿PREMIER 

 

公式サイ ト   https://www.yebizo.com 

Instagram 　 https://www.instagram.com/yebizo 
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総合テーマ  

「 あなたの音に｜日花聲音｜ Polyphonic Voices Bathed in Sunlight 」  

 

いま社会は多様性の尊重を重視し ています。 し かし 、 人、 文化や言語などの間にはたと え共通点があっ たと し て

も 、 誤解、 誤読は生じ ます。 そし て、 戦争は止まず、 格差は埋まら ず、 さ まざまな摩擦の終わり が見えません。

私たちはアンバラ ンスで複雑な社会状況に直面し ています。  

恵比寿映像祭2026の総合テーマは、 メ イ ンキュ レ ータ ー・ 邱于瑄（ Chiu Yu-Hsuan/チィ ウ・ ユーシュ ェ ン） によ

る台湾語が起点です。 台湾語は口承で広がっ た言語で、 19世紀に生まれた発音記号や、 20世紀の漢字表記の展開

を経て、 多く の文献が編まれまし た（ その中には1931年に出版さ れた、 台湾語–日本語の辞書『 台日大辞典』 な

ども 含まれます） 。 日本語と も 共通点が多く 、 いく つかの表記法が混在し ている言語です。  

「 日花
1
」 （ ジッ ホエ／Jīt-hue） と 「 聲音

2
」 （ シアーイ ン／Siann-im） を組み合わせた台湾語は、 ひと つと し て

同じ も のがないさ まざまな声音が響く 空間に、 木々の間から 洩れた光が差し 込む様子を現し ます。 私たちを取り

巻く 環境では、 重奏するよう に異なる声が行き 来し 、 多声的に折り 重なっ て響いています。  

私たちは、 長い歴史の変遷により さ まざまな文化が積層し た台湾の言葉を導線に、 いまの社会に存在する多様な

文化、 言語などが互いに影響し 合う 複層的な形に柔ら かく 光を注ぐ 思いで、 恵比寿映像祭2026を構成し ます。  

写真、 映像、 サウンド 、 パフ ォ ーマンスなどを通じ て、 不協であっ たと し ても 響き 合い、 重なり 合う 思考や存在

が交差し 、 視覚的・ 聴覚的なポリ フ ォ ニー
3
を深く 形成し ていきます。 個々の声や形は消さ れるこ と なく 、 複数

の視点が交差し て拡張さ れます。 美術館に留まら ず、 恵比寿地域の複層的な空間で出会う 数々の作品を通じ て、

あなたの柔ら かな思索をお楽し みく ださ い。  

 

 

 

 

 

 

 

3
 複数の独立し たメ ロディ ーが同時に存在し 、 互いに調和し 合う こ と を意味する音楽用語。 共同参加が可能な開かれた構造と

いう 概念と し て、 現代では哲学や文化領域など、 さ まざまな分野においても 応用さ れている。  

2 声音、 音色、 音、 音声。  

1
  木洩れ陽。 雲間も し く は木の間などより 洩れ来る日光。 『 台日大辞典』 より 。  



見どこ ろ  

1. 重なり 合う 形と 声： 空間で触れる展示プログラ ム （ 会場： 東京都写真美

術館 B1F・ 1F・ 2F）  
写真、 映像、 サウンド 、 パフ ォ ーマンスなど多様なメ ディ アを横断し 、 人類学的な視点から 「 声」 「 環境」 「 記

憶」 「 誤読」 をテーマに展開する展示プログラ ム。 長い歴史の中で交差し てき た人や文化の往来を手がかり に、

混ざり 合う 環境に潜む“聞こ えにく い声”の広がり を可視化し ます。  

地下1Fでは“移動”を起点にし たサウンド スケープが広がり 、 2F展示室では、 言語や社会のルールを再考し ながら

「 ズレ 」 や「 誤解」 から 生まれる表現の可能性を探り ます。 展示室内外に響く 形なき 音が、 視覚と 聴覚のポリ

フ ォ ニーを立ち上げ、 異なる文化や言語、 身体のあいだに生まれる共鳴を体感さ せます。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
左： 鶴巻育子《 人は影になる》 （ 2024） 、 右： 田中未知／高松次郎 言語楽器《 パロール・ シンガ ー》 （ 1974） 東京都現代美術館蔵 Photo by Norihiro Ueno  

参加アーティ スト ： 張恩滿（ チャ ン・ エンマン） 、 鶴巻育子、 ト モコ ・ ソ ヴァ ージュ 、 キュ ンチョ メ 、 FAMEME

、 田中未知／高松次郎、 スーザン・ ヒ ラ ー、 アンジェ リ カ ・ メ シティ 、 チョ ン・ ソ ジョ ン、 侯怡亭（ ホウ・ イ ー

ティ ン） 、 冥丁 

FEATURED 

・ 台湾原住民のルーツを持つ張恩滿（ チャ ン・ エンマン） による船形のイ ンスタ レ ーショ ン作品《 蝸牛樂園三部

曲— 啟航或終章》 ではカ タ ツムリ をモチーフ に異なる土地を渡り 定着し てきた生き 物の記憶と 、 変化し 続ける環

境のなかで未来へと 受け継がれる姿を表現。  

・ 侯怡亭（ ホウ・ イ ーティ ン） 《 所有的小姐 Sóo-ū －ê sió-tsiá》 では、 日本文化の影響を受けた台湾語の歌詞

を刺繍と し て表現し 、 言語の背景にある歴史や社会の記憶を浮かび上がら せる。  

・ 視覚障害のある人々への聞き 取り を通し て先入観や誤解と いう ズレを手がかり に、 「 見るこ と 」 を問い直す鶴

巻育子によるプロジェ ク ト 〈 ALT〉 。  

・ 田中未知／高松次郎による言語楽器《 パロール・ シンガー》 を、 高松次郎のド ローイ ングや寺山修司の関連資

料と と も に再構成する。  

 

 



2. 新し い才能と 出会う 「 コ ミ ッ ショ ン・ プロジェ ク ト 」 （ 会場： 東京都写

真美術館 3F展示室）  

東京都写真美術館の継続事業と し て、 2023年に始動し た「 コ ミ ッ ショ ン・ プロジェ ク ト 」 。 日本を拠点に活動す

るアーティ スト を選出し 、 制作委嘱し た映像作品を“新たな恵比寿映像祭”の成果と し て発表し ます。  

恵比寿映像祭2026では、 第2回コ ミ ッ ショ ン・ プロジェ ク ト 特別賞受賞作家である小森はるかによる新作展示

を、 総合テーマと 呼応さ せながら 具現化。 ド キュ メ ンタ リ ーの歴史を受け継ぎながら 、 見過ごさ れてし まう 風景

や人の営みに丁寧に目を向ける小森の、 新作2作品を展示し ます。 会期中には第3回コ ミ ッ ショ ン・ プロジェ ク ト

のフ ァ イ ナリ スト 4名を発表し ます。  

 

 

小森はるか《 春、 阿賀の岸辺にて》 （ 2025） 恵比寿映像祭2025コ ミ ッ ショ ン・ プロジェ ク ト 特別賞受賞作品［ 参考図版］  

3. 街にひら かれるアート — — オフ サイ ト 展示（ 会場： 恵比寿ガーデンプレイ

ス センタ ー広場、 恵比寿スカ イ ウォ ーク ）  

デジタ ルと アナログの境界を横断する実験的プロジェ ク ト を展開。 イ ンタ ーネッ ト ・ アート の先駆者 エキソ ニ

モ、 個人と 集団のアイ デンティ ティ に着目し たFAMEMEが、 都市空間に新し い映像表現をイ ンスト ールし ます。

屋外でし か体験でき ない“偶発的な出会い”を生み出す作品群が、 訪れる人すべてに開かれた鑑賞体験を提示し ま

す。  

 



 

左： FAMEME《 Duri-grance by FAMEME》 （ 2026） Courtesy of the Artist、 右： エキソ ニモ 《 Kiss, or Dual Monitors》 （ 2017） 東京都写真美術館蔵［ 参考図版］  

FEATURED 

・ FAMEMEによるド リ アンと 香水の融合し た新感覚の新作《 Duri-grance by FAMEME》 が、 恵比寿スカ イ ウォ ー

ク をジャ ッ ク ！ 

・ 恵比寿ガーデンプレイ ス センタ ー広場では、 目を閉じ た人々の顔が映る二つのモニタ ーが重なり 合い、 キス

を交わし ているかのよう に見えるエキソ ニモ《 Kiss, or Dual Monitors》 が登場。 2026年の新ヴァ ージョ ンでは、

約4.5mに及ぶ巨大LEDウォ ールと し て進化。 東京都写真美術館2Fには、 来場者が参加できる撮影ブースも 設置さ

れます。  

4. 映像を“視る＆聴く ”— — 上映プログラ ム（ 会場： 東京都写真美術館 1Fホー

ル）  

恵比寿映像祭のために編まれた特別上映プログラ ムを連日開催。 劇映画から 、 実験映画をはじ め、 日本初

公開作品を含め多彩な作品が集まり ます。 小森はるかの作品は展示にと どまら ず、 上映の形でも 展開し ま

す。 上映後には、 監督やゲスト を招きト ーク を開催し ます。  

 

 

 

 

左： 河合健《 みんな、 おし ゃべり ！》 （ 2025） ©2025 映画『みんな、おしゃべり！』製作委員会、 右： 大木裕之《 meta dramatic 劇的》 （ 2023） 東京都写真美術館蔵 



FEATURED  

・ 昨年急逝し た映像作家・ 大木裕之の仕事を振り 返る追悼特集上映を実施。 個人的かつ社会的な視点を往還し な

がら 切り 拓かれてき た映像表現の軌跡を、 あら ためて現在に接続する。  

・ 河合健による言語と コ ミ ュ ニケーショ ンのズレ を題材にし た《 みんな、 おし ゃべり ！》 を上映。 声や会話、 場

の生成をめぐ り 、 コ ミ ュ ニケーショ ンのあり 方そのも のを問い直す。  

・ モーガン・ ク ウェ イ ンタ ンスによる短編特集上映。 発話行為と イ メ ージが合唱するよう に編み上げら れる映像

表現を通じ て、 政治性と 詩性が交差する独自の世界を紹介する。  

 

5. 重なり 合う 声と 身体— — ラ イ ヴ・ イ ヴェ ント （ 会場： 東京都写真美術館 

1Fホール、 1Fスタ ジオ、 展示室）  

すべての来場者にひら かれたフ ェ スティ ヴァ ルを目指し 、 映像文化の理解を深めると と も に、 来場者が自ら 考

え、 対話するきっ かけをつく り ます。 展示プログラ ムの各作品を起点にし つつ、 様々な表現方法のプログラ ムが

重なり 合い、 総合テーマのさ ら なる拡張を試みます。 出品作家であるキュ ンチョ メ 、 鶴巻育子、 アンジェ リ カ ・

メ シティ によるアーティ スト ・ ト ーク をはじ め、 日本大学名誉教授の原直久による写真技術に関する講義を行い

ます。 また、 原住民文化を深く 知るこ と ができ る関連ワーク ショ ッ プや、 視覚障害のある方と 作家による「 見え

方」 についての作品鑑賞ツアーを実施し ます。 さ ら に、 形のないパフ ォ ーマンスや、 美術館での音楽作品の特別

演奏も 開催。 加えて劇団ゴツプロ！による演劇プログラ ムを取り 入れ、 映像の領域の拡張に挑みます。  

 
 

 

 

 

 

 

左： ゴツプロ！×峸劇場 共同制作《 敬啓者》 （ 拝啓） （ 2025） Photo by Rosaline Lu, Courtesy of 山峸製作設計、 右： ト モコ ・ ソ ヴァ ージュ （ WOSxSONEGにて、 2018） Photo by Leo Lopez,  Courtesy of 



the Artist 

 

張恩滿によるワーク ショ ッ プ [参考図版] Courtesy of the Artist and Singapore Art Museum 

 
FEATURED 

・ 劇団ゴツプロ！×峸劇場による《 拝啓》 を上演。 台湾と 日本、 戦後史の狭間で交錯し た7通の手紙が、 こ れま

で語ら れなかっ た人々の声をすく い上げる。  

・ ト モコ ・ ソ ヴァ ージュ による、 水と 器、 身体の関係性から 立ち上がる音のパフ ォ ーマンス《 Waterbowls》 。  

・ 侯怡亭（ ホウ・ イ ーティ ン） 「 《 所有的小姐 Sóo-ū －ê sió-tsiá》 ―記号を縫い、 歌い続ける」 を、 ボーカ ル

パフ ォ ーマーと の共演により 初実施。  

・ アンジェ リ カ ・ メ シティ 、 キュ ンチョ メ 、 鶴巻育子、 原直久ら 出展作家によるアーティ スト ・ ト ーク を開催。  

・ 張恩滿（ チャ ン・ エンマン） による原住民文化を体験するワーク ショ ッ プや、 鶴巻育子による「 見るこ と 」 に

ついての写真鑑賞ツアーを開催。  

 

 
 
 

6. 語り 合う — — シンポジウム（ 会場： 東京都写真美術館 1Fホール、 日仏会

館ホール）  

国内外のキュ レータ ー、 研究者、 アーティ スト ら を迎え、 コ ミ ッ ショ ン・ プロジェ ク ト やアーカ イ ヴ、 言語と 文

化の交差について議論し 、 映像の未来をめぐ る国際的な知の交流の場を創出し ます。 総合テーマに沿っ て、 映像



や写真に関する多文化的な視点、 言語の役割、 そし てコ ミ ッ ショ ン・ プロジェ ク ト および映像アーカ イ ヴを深く

掘り 下げます。 4つのテーマを設け、 国内外から 多彩な登壇者を迎えたシンポジウムを通じ て、 映像、 写真と 音

が持つ多義性と 可能性を多角的に考察し ます。  

PROGRAM SCHEDULE 

テーマ： 映画・ 映像における多声的な言語 

日時： 2月8日（ 日）  13:00–15:00 

［ パネリ スト ］  

キャ メ ロン・ L・ ホワイ ト  

メ ー・ アーダード ン・ イ ンカ ワニッ ト  

三澤真美恵 

テーマ： 映像表現の現在地と こ れから — 第3回コ ミ ッ ショ ン・ プロジェ ク ト に向けて  

日時： 2月11日（ 水・ 祝）  15:00–17:00 

［ バネリ スト ］  

沖啓介 

斉藤綾子 

レ オナルド ・ バルト ロメ ウス 

メ ー・ アーダード ン・ イ ンカ ワニッ ト  

テーマ： 受け継がれるデジタ ルの声――マイ グレ ーショ ン、 エミ ュ レータ ー、 そし てエコ ー 

日時： 2月15日（ 日）  15:00–17:00 

［ パネリ スト ］  

千房けん輔／赤岩やえ［ エキソ ニモ］  

マイ ケル・ コ ナー 

※こ のシンポジウムは東京都と 公益財団法人東京都歴史文化財団によ る 「 TOKYOスマート ・ カ ルチャ ー・ プロ ジェ ク ト 」 の一環です。  

テーマ： あるがままの音へ 

日時： 2月18日（ 水）  18:00–20:00 

［ パネリ スト ］  

ト モコ ・ ソ ヴァ ージュ  

東岳志 

柳沢英輔 

 

7. 東京都のコ レ ク ショ ンを特別公開（ 会場： 東京都写真美術館 3F展示室）  



東京都コ レク ショ ンから 、 総合テーマ「 あなたの音に｜日花聲音｜Polyphonic Voices Bathed in Sunlight」 を紐解

く 視点と し て、 「 現代と 歴史」 を切り 口に作品をセレ ク ト 。 東京都写真美術館をはじ め、 東京都現代美術館、 東

京都庭園美術館、 東京都江戸東京博物館が管理する収蔵品の中から 、 映像・ 写真・ 資料を展示し 、 漣（ さ ざな

み） のよう に立ち上がる違和感をリ レ ー形式であぶり 出し ます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左： 全日本写真材料商組合連合会《 カ メ ラ 双六》 （ 昭和中期） 東京都江戸東京博物館蔵、 右： さ わひら き 《 pilgrim》 （ 2022） 東京都庭園美術館蔵 

 

FEATURED 

・ 東京都写真美術館コ レ ク ショ ンより 、 エキソ ニモ《 Joiner – Collage Camera》 （ 2010） をマイ グレ ーショ ン

（ 修復） 作品と し て展示。  

・ 十返舎一九『 東海道中膝栗毛』 （ 1802–1814） を起点に、 昭和中期の《 カ メ ラ 双六》 を展示。 双六と 写真文化の

関係をたどる。  

・ 東京都庭園美術館で撮影さ れた、 さ わひら き による映像作品《 pilgrim》 （ 2022） を、 1933年竣工時の《 朝香宮

邸竣工写真》 と と も に展示。 建築に重なる時間の層を浮かび上がら せる。  

 

8. 文化が響き 合う 都市ネッ ト ワーク — — 地域連携プログラ ム（ 会場： 地域

連携各所）  



恵比寿映像祭2026では、 地域連携の範囲をこ れまで以上に拡大し 、 恵比寿近隣の文化施設が多数新たに参加し ま

す。 日仏会館、 CCBTをはじ めと する18施設が、 それぞれ独自の展覧会やイ ベント を開催し 、 街全体でフ ェ ス

ティ ヴァ ルを盛り 上げます。 さ ら に今年は、 恵比寿屈指のディ ープスポッ ト 「 恵比寿 地下 味の飲食街」 や、 恵

比寿エリ アの複数のバーと も 連携し 、 昼から 夜まで恵比寿の街全体を巡り ながら 、 多様な作品と 出会う こ と がで

き ます。 また、 シールラ リ ーも 実施し 、 シールを集めると 映写機から 生まれたキャ ラ ク タ ー 「 ye(b)izoちゃ ん」

オリ ジナルグッ ズを先着でプレ ゼント 。 アート を通し て街を歩き 、 地域文化を再発見する体験を提供し ます。  

 

会場について 

①東京都写真美術館 

展示（ コ ミ ッ ショ ン ・ プロ ジェ ク ト 含む）  

上映、 ラ イ ヴ・ イ ヴェ ント 、 シンポジウム、 教育普及プログラ ム 

②恵比寿ガーデンプレ イ ス各所（ センタ ー広場、 スカ イ ウォ ーク ）  

オフ サイ ト 展示 

③恵比寿地域文化施設およ びギャ ラ リ ーなど 

地域連携プログラ ム 

 アク セシビリ ティ  & サポート   

乳幼児から 高齢者まで、 障害のある 人も ない人も 、 海外にルーツ を も つ人も 、 だれも が楽し める 恵比

寿映像祭を 目指し 、 さ まざまなサポート を ご用意し ています。  

来館前の参考にアク セシビ リ ティ 情報ページ「 だれでも TOP」 を ご覧く ださ い。

https://topmuseum.jp/contents/pages/universal_ accessibility_ top.html 

・ 情報保障  

・ 音声によ る「 やさ し いガイ ド 」  

https://topmuseum.jp/contents/pages/universal_accessibility_top.html


 

・ オール・ ウェ ルカ ム・ デー（ 2月14日［ 土］ 13:30–17： 00）  

・ バリ アフ リ ー設備  

・ 総合受付のサポート  

多言語： 英語・ 中国語・ 韓国語（ 毎日） 、 日本手話（ 金土日祝）  など  

■ 教育普及プログラ ム  

恵比寿映像祭2026では、 さ まざまな世代の方々がフ ェ スティ ヴァ ルを よ り 楽し めるよ う 、 教育普及プ

ロ グラ ムを 多数用意し ています。 こ れら のプロ グラ ムでは、 お気に入り の作品を 見つけたり 、 フ ェ ス

ティ ヴァ ルについて考えたり 、 制作を 通し て映像や写真についての理解を 深めたり するこ と ができ ま

す。 事前申込制のも のだけではなく 、 当日映像祭鑑賞途中にふら っ と 立ち寄れる も のなど、 皆様のご

都合に合わせてご参加いただけます。 プログラ ム詳細は公式HPを ご確認く ださ い。  

※すべて日本語での実施 ［ 参加費無料］   

 
 
 
 

 

 
 
 

参考画像： ダンス・ ウェ ルの様子 、 筆談鑑賞会の様子 

 

 

 

恵比寿映像祭と は 

恵比寿映像祭は、 平成21（ 2009） 年の第1回開催以来、 年に一度恵比寿の地で、 展示、 上映、 ラ イ ヴ・

パフ ォ ーマンス、 ト ーク ・ セッ ショ ンなどを 複合的に行っ てき た映像と アート の国際フ ェ スティ ヴァ

ルです。 映像分野における 創造活動の活性化と 、 映像表現やメ ディ アの発展を いかに育み、 継承し て



いく かと いう 課題について広く 共有する 場と なるこ と を 目指し てき まし た。 近年では、 地域と のつな

がり や国際的なネッ ト ワーク を 強化し 、 一層の充実と 発展を はかっ ています。  

 

＜プレ ス問い合わせ先＞ 

恵比寿映像祭2026事務局（ エイ ベッ ク ス・ ク リ エイ タ ー・ エージェ ン シー株式会社）  

 担当： 村田 電話 03-6714-5476 / E-mail yebizo@ av.avex.co.jp 

 

mailto:yebizo@av.avex.co.jp

